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   概 要 

    消防活動の特殊性や活動上の体力の重要性に鑑み、重要な体力要素に関する研

究や模擬消防活動モデルを活用した心肺負荷評価に関する研究等、生理学的指標

を用いた体力測定が試みられてきた。一方で、災害現場での経験や訓練により向

上すると考えられる、消防活動技能と先行研究で明らかにされてきた体力とを掛

け合わせた視点から評価を実施した研究例は少ない。そこで本研究では、消防吏

員 834 名を対象に、体力と消防活動技能の関連について分析し、消防吏員の体力

×技能の関連性について基礎的知見を得ることを目的とした。研究課題１では、

消防吏員の体力現況を明らかにし、対象者の体力総合評価は、全体の 92％がＡ判

定、残り８％がＢ判定であった。各種目の平均値は全ての種目で、消防吏員が国

民平均を上回り、対象者は高水準の体力を有することが明らかになった。 研究課

題２では、研究課題１で明らかになった体力と消防活動技能との関連性を評価す

るため、体力レベル別、技能レベル別にそれぞれ３群に分類し、平均点の比較を

行った。その結果、体力レベルが高い群は、技能レベルが高い傾向にあった。ま

た、技能レベル別の体力テスト総得点平均についても技能レベルが高い群は体力

テスト総得点も高い結果であった。以上から技能は、体力を土台とする要素であ

ると示唆される。さらに、知識レベル別に３群に分類し、技能点数平均を比較し

た結果、知識レベルの高さが技能レベルの高さに影響を与えている可能性が示唆

され、消防活動力を評価する要素として、知識レベルの高さが重要な要素の一つ

であると考えられる。 

 

 

１ はじめに 

国家公務員法等の一部を改正する法律に

より、国家公務員等の定年延長が決定し 1)、

東京消防庁の職員は令和５年度から定年延

長が段階的に 65 歳まで進められる 2)。東京

消防庁では、10 代、20 代の若年層職員から

50 代、60 代のベテラン職員まですべての年

代において「警防隊員（ポンプ隊や救急隊と

いった災害現場に出場する隊員）」 3)として

職務を遂行しており、定年延長が進むことに

よって警防隊員の平均年齢は高齢化するこ

とが予想される。また、高年齢になると体力

の低下 4)に合わせて、受傷リスクの増加や消

防活動パフォーマンスの低下により、都民サ

ービスの低下や隊員の安全が担保されない

状況が発生することが考えられる。火災現場

における長時間の放水活動や救急現場にお

ける長時間の胸骨圧迫などの消防活動に対

して、60 代を超えても高い水準で実行する

ためには体力の維持・向上 5)が不可欠である。

一方で、災害現場での経験や研修、学習環境

により知識を蓄積させ、訓練を積んでいくこ

とで火災や救急現場などにおける消防活動

を実行するための技能は向上していくこと

が考えられる。この技能について、運動の自

動化段階を経て向上していくことが報告さ

れている 6)。しかし、消防吏員の体力と消防

活動技能を掛け合わせる視点から評価を実
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施した研究例は少なく、体力と技能の関連性

は明らかにされていない部分が多い。 

先行研究では、消防活動の特殊性から消防

活動に必要な体力について多くの研究で報

告されてきた。消防活動には、体幹や下半身

の筋持久力と全身持久力が強く関与してお

り、運動を継続して行っている者は、消防活

動能力が顕著に高く、過去の運動経験よりも

現在運動を行っていることが重要であるこ

とが報告されている 7)。また、消防訓練中の

最大酸素摂取量とトレッドミルにおける最

大酸素摂取量の関連性ついての研究 8)9)や体

力テストと消防活動をモデルとした体力テ

ストのスコアから実際の消防活動上の体力

を推定した研究 10)、模擬消防活動モデルを

活用し、心肺負荷評価に関する研究 11)等、

消防活動における体力の重要性に鑑み、生理

学的指標を用いた体力測定が試みられてき

た。 

そこで、本研究では、平素より維持向上に

努めており、先行研究により明らかにされて

きた「体力」と消防活動において訓練等から

高められる「技能」について関連性を統計的

に評価することで、体力×技能について基礎

的知見を得ることを目的とした。 

本研究では、消防吏員 834 名を対象に体力

と消防活動技能、さらに消防活動における知

識の関連について分析を実施した。今後、高

齢消防吏員の体力と消防活動技能の評価へ

発展させるため、東京消防庁消防吏員におけ

る体力の現況を把握し、持っている体力と消

防活動を行う上での技能及び知識との関連

性を明らかにすることとした。 

 

２ 方法 

⑴ 対象者 

・東京消防庁消防吏員 834 人 

（男性 747 人、女性 87 人） 

・年齢 22．1 歳（±2．3） 

東京消防庁に採用され、初任教養課程学生

（以下、初任学生）として、令和３年度及び

令和４年度に消防学校に配属された職員で

ある。体力測定、各効果測定は、初任教養課

程カリキュラム内で実施された。 

⑵ 活用データ 

【体力】項目として、文部科学省が定めた

新体力テスト種目である握力、上体起こし、

長座体前屈、反復横跳び、20m シャトルラン、

立ち幅跳びの６種目の実施結果を活用する。

また、実施結果に伴って算出される各種目

10 点満点の評価を集計し、合計点数（60 点

満点）を用いる。 

【技能】項目として、消防学校初任教養課

程で実施される実科効果測定結果を用いる。

効果測定科目については、「ロープ結索」、「空

気呼吸器点検」、「三連はしご取扱い」、「ホー

ス延長」の４科目各 100 点満点で合計 400 点

満点である。 

【知識】項目として、消防学校初任教養課

程で実施される学科効果測定結果を用いる。

効果測定科目については、「防災」、「消防機

械・ポンプ運用」、「安全管理」、「消防活動知

識」の４科目各 100 点満点で合計 400 点満

点である。 

⑶ 課題１ 体力レベルの把握 

活用データの体力項目である、握力、上体

起こし、長座体前屈、反復横跳び、20m シャ

トルラン、立ち幅跳びの６種目の実施結果を

用い、記述統計により分析を実施する。まず、

対象者の体力テスト総得点分布を示し、次に、

各種目の平均値を国民平均値（令和３年度

20 歳～24 歳男性平均）12)と比較を行う。ま

た、対象者における各種目の平均点及び平均

点標準偏差 13)を算出する。 

⑷ 課題２ 体力、技能、知識についてグル

ープ間比較及び相関関係について 

ア 体力との関連性について 

【体力】レベル別に対象者を上位群、中位

群、下位群にグループ分けを行い、各群の技

能点数及び知識点数の平均値を比較した。グ

ループ分けについては、上位群、中位群、下

位群ともに同程度の人数となるように設定

した。 

イ 技能との関連について 

【技能】レベル別に対象者を上位群、中位

群、下位群にグループ分けを行い、各群の体

力点数及び知識点数の平均値を比較した。グ

ループ分けについては、上位群、中位群、下

位群ともに同程度の人数となるように設定

した。 

ウ 知識との関連について 

【知識】レベル別に対象者を上位群、中位

群、下位群にグループ分けを行い、各群の体

力点数及び技能点数の平均値を比較した。グ
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ループ分けについては、上位群、中位群、下

位群ともに同程度の人数となるように設定

した。 

エ 体力、技能、知識の相関について 

「活用データ」で示した握力、上体起こし、

長座体前屈、反復横跳び、20m シャトルラン、

立ち幅跳びの６種目の実施結果の合計点数

（60 点満点）である【体力】、実科効果測定

結果４科目の合計点数（400 点満点）である

【技能】、学科効果測定結果４科目の合計点

数（400 点満点）である【知識】を用い、体

力と技能、技能と知識、体力と知識に関する

それぞれの相関係数を算出した。 

 

⑸ 統計解析 

IBM SPSS（version28）を用いた。体力、

技 能 、 知 識 項 目 の 点 数 分 布 に つ い て

Shapiro-Wilk 検定を用いて正規性を検定し

た。各群の平均値の比較には、Kruskal-

Wallis の一元配置分散分析 ANOVA 検定を用

い、その後の多重比較には Mann-Whitney の

U 検定を用い Bonferroni 法により調整を行

った（有意水準 p<0.05）。体力、技能、知識

の相関関係については、Spearman の順位相

関係数を用いた 14)。 

 

３ 結果 

⑴ 体力レベルについて 

対象者の体力テスト総得点分布は、図１の

とおりであった。全体の 92％である 764 名

がＡ判定、残り８％である 66 名がＢ判定で

あった。また、全体の０％である４名がⅭ判

定であった。 

 

 

図１ 体力テスト総合評価 

 

次に、各種目の平均値を 20～24 歳男性国

民平均値と比較した結果は、図２のとおりで

あった。全ての種目において、消防吏員が国

民平均を上回った。また、上体起こし、長座

体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルランの平

均値は、国民平均値の＋１ＳＤを上回る結果

となった。 

 

 

 

 

図２ 体力テスト各種目平均値 

 

そして、対象者における各種目の平均点及
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び平均点標準偏差は、表１のとおりであった。

上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20ｍ

シャトルランについては、得点分布が満点付

近に偏っており、平均点に標準偏差１ＳＤを

プラスすると満点を超えることから統計に

おける天井効果が認められた。 

 

表１ 体力テスト各種目平均点と標準偏差 

 平均点 標準偏差 

握力 6.69 ±1.84 

上体起こし 9.92 ±0.32 

長座体前屈 8.99 ±1.26 

反復横跳び 9.90 ±0.37 

20ｍシャトルラン 9.99 ±0.12 

立ち幅跳び 8.60 ±1.24 

 

⑵ 体力、技能、知識レベル別の関連につい

て 

体力レベル別の結果については、図３のと

おりであった。体力テスト得点群の上位群、

中位群及び下位群と技能点数平均との関連

に有意性が認められた。 

 

 

図３ 体力レベル別技能点数平均点 

 

技能レベル別の結果については、図４のと

おりであった。技能点数の上位群、中位群及

び下位群間の体力テスト総得点平均との関

連に有意性が認められた。 

 

 

図４ 技能レベル別体力テスト平均点 

 

知識レベル別の結果については、図５のと

おりであった。知識点数の上位群、中位群及

び下位群間の知識点数平均との関連に有意

性が認められた。 

 

 

図５ 知識レベル別技能点数平均点 

 

⑶ 体力、技能、知識の相関について 

体力と技能、技能と知識、体力と知識にお

ける相関係数については、表２のとおりであ

った。体力と技能の関連、技能と知識の関連

は弱い正の相関関係を示し、体力と知識の関

連はほとんど相関がみられない数値となっ

た。また弱い正の相関関係を示した体力と技

能の関連、技能と知識の関連について散布図

を用いて、図６及び図７のとおり示した。 

 

 

 

体力テスト：上位群  中位群  下位群 

技能点数：上位群  中位群  下位群 

知識点数：上位群  中位群  下位群 
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表２ 体力、技能及び知識間における 

相関係数 

 体力 技能 知識 

体力 － 0.266 * 0.195 * 

技能 － － 0.239 * 

知識 － － － 

  * p<0.01  

 

図６ 技能と知識の関連性 

 

 

図７ 技能と体力の関連性 

４ 考察 

⑴ 体力レベルについて 

吉田ら 15)は消防隊員の体力レベルは、約

７割が体力総合評価Ａ、Ｂ判定であることを

報告しているが、本研究ではその結果を上回

り、全体の９割以上がＡ判定、残りの１割が

Ｂ判定という結果となった。対象者が若年層

世代であることが考慮されるものの、入庁時

点においては、全体として体力レベルが高い

傾向にあり、国民平均と比較してもすべての

体力項目が優れており、高水準の体力を有す

ることが示唆された。これは、消防吏員の職

務内容を考慮し採用試験を突破した職員が

多いことや採用試験に体力テストを課して

いることが要因の一つであると考えられる。

今回明らかになった消防吏員の特性である、

高水準な体力レベルを入庁時点から中高年

世代まで維持していくことが今後の定年延

長を見据えていくうえで重要であり、そのた

めに、継続的な体力トレーニングの実施と体

力評価が必須である。しかしながら、体力テ

スト各種目の点数全般で天井効果が認めら

れることから、今後、より仔細な体力評価を

実施していくために消防版体力テスト 16)と

掛け合わせて評価を継続していく必要があ

ると考えられる。 

⑵ 体力と技能の関連性について 

深作ら 17)の消防活動モデルでは、体力レ

ベルが高いほど消防活動時間を短縮するこ

とができ、技能レベルが高いと判断されるた

め、体力要素が消防活動力に与える影響が高

いと考えられる。 

本研究においても体力レベル別の技能点

数平均の関連から、体力レベルが高い群は、

技能レベルが高い傾向にあると示唆された。

これは、先行研究を支持する結果であり、消

防活動が三連はしごを活用した進入や重量

のあるホース引き上げなど、身体的負荷の高

い動作を実践する特殊性が要因であると考

えられる。 

また、技能レベル別の体力テスト総得点平

均の関連から、消防活動技能は体力を土台と

する要素であると考えられる。さらに、知識

レベル別の技能点数平均の関連から、知識レ

ベルの高さが技能レベルの高さに影響を与

えている可能性も示唆された。これは消防活

動において知識が活動力を評価する重要な
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要素の一つであると考えられる。 

 

５ おわりに 

体力レベル別の技能点数平均、技能レベル

別の体力テスト総得点平均、知識レベル別の

技能点数平均において群間比較では有意性

が認められたものの、体力と技能、技能と知

識の関連性については、弱い正の相関関係を

示すに留まった。このことは、今回の対象者

が 18 歳から 30 歳の世代に限定されていた

ことや体力テストで天井効果が認められた

ことから、全体の体力レベルが高く、個人間

の体力レベルに大きな差がみられなかった

ことが考えられる。今後は、対象を拡大して

全世代のデータを活用して分析することで

体力、技能、知識の関連性についてより明確

な傾向を示せる可能性がある。そのために、

１年に１度実施される新体力テストの有用

性を向上させ、令和５年度から実施されてい

る消防版体力テストのデータを蓄積し、分析

を継続していくことが課題である。 
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Abstract 

Given the unique nature of firefighting activities and the importance of physical 

strength in performing them, attempts have been made to measure physical strength 

using physiological indicators, such as research on important physical strength 

factors and cardiopulmonary stress assessments using a simulated firefighting 

activity model. On the other hand, there is little research on evaluating the 

combination of firefighting skills thought to improve with experience in the field 

and training, along with physical strength, which has been identified in previous 

research. 

The purpose of this study was to analyze the relationship between physical 

strength and firefighting skills, using 834 firefighters as test subjects, and to 

obtain basic knowledge about that relationship. During the research topic 1 phase, 

the current overall physical strength of the firefighters was measured, revealing an 

A grade for 92 percent of the subjects and a B grade for the remaining 8 percent. 

Their averages for all categories were higher than the national average, indicating 

that the firefighters had a high level of physical strength.  

Research topic 2 was designed to evaluate the relationship between firefighting 

skills and the physical strength found during research topic 1. The subjects were 

divided into three groups according to their level of physical strength, and again 

into three groups according to their firefighting skill levels, and the avera ge 

scores were compared. 

As a result, the group with the higher physical strength level tended to have a 

higher firefighting skill level. In addition, the group with the higher skill level 

also had a higher total physical strength test score. This suggests that 

firefighting skills are built on the foundation of physical strength. Furthermore, 

when the subjects were divided into three groups according to their knowledge level 

and their average skill scores were compared, it suggested that a high level of 

knowledge may correlate with a high level of skill. It is also believed that a high 

level of knowledge is one of the key factors in evaluating firefighting ability.  
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